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分
科
会
で
の
協
議
に
つ
い
て 

第
一
分
科
会
長 

原
田 

秀
樹  

 

地
域
協
議
会
で
は
、
「
ろ
ば
た
館

の
存
続
に
向
け
て
」
を
自
主
的
審
議

事
項
と
し
て
、
二
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

第
一
分
科
会
で
は
、
協
議
内
容
に

地
域
の
声
を
活
か
す
た
め
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
設
問
と
文
言
の
修
正
、
実
施
範

囲
及
び
配
布
・
回
収
方
法
の
決
定

等
、
詰
め
の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

一
～
二
か
月
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
最
終
調
整

に
入
る
手
前
の
と
こ
ろ
で
す
。 

第
二
分
科
会
で
は
、
具
体
的
な
観

点
か
ら
問
題
を
提
起
し
、
ろ
ば
た
館

の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。 

 

ろ
ば
た
館
が
地
域
に
と
っ
て
大

切
な
か
け
が
え
の
な
い
施
設
で
あ

る
と
お
認
め
に
な
る
方
々
が
お
い

で
に
な
る
な
ら
、
何
ら
か
の
形
で
そ

の
意
思
が
表
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ろ
ば
た
館
の
存
続
に
向
け
て 

第
二
分
科
会
長 

髙
宮 

秀
博  

 

地
域
協
議
会
で
は
自
主
的
審
議

事
項
と
し
て
、
「
ろ
ば
た
館
の
存
続

に
向
け
て
」
を
協
議
し
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
第
二
分
科
会
で
は
、
「
ろ

ば
た
館
が
地
域
に
と
っ
て
な
ぜ
必

要
な
の
か
」
等
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
ろ
ば
た
館
が
現
在
持
つ
機
能

は
、「
避
難
所
」、「
都
市
と
農
村
の
交

流
」、「
地
域
の
賑
わ
い
」
、「
健
康
の

増
進
・
福
祉
の
向
上
」
、「
伝
統
文
化

の
継
承
・
育
成
」、
そ
し
て
「
温
浴
」

で
す
。
ろ
ば
た
館
は
単
な
る
温
浴
施

設
で
は
な
く
、
中
山
間
地
域
の
活
性

化
を
図
る
【
拠
点
】
と
し
て
大
切
な

施
設
で
す
。 

 

市
で
は
「
名
立
区
に
温
浴
施
設
は

二
箇
所
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
温
浴
だ
け
で
は
な
い
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
の

が
「
ろ
ば
た
館
」
で
す
。 

 

地
域
協
議
会
と
し
て
は
、
ろ
ば
た

館
の
継
続
を
願
い
、
ま
た
「
新
し
い

ろ
ば
た
館
」
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（第二分科会での協議の様子） 

第１回地域協議会 ４月２０日（火）開催 

【報告】令和３年度名立区の主な事業について 

【報告】名立の子どもを守り育む会の事業評価 

【協議】自主的審議事項「ろばた館の存続に向けて」 
 

第２回地域協議会 ５月２９日（土）開催 

【協議】地域活動支援事業の審査及び事業決定 
 

第３回地域協議会 ６月２９日（火）開催予定 

【協議】自主的審議事項「ろばた館の存続に向けて」 
 地域協議会は、地域住民としての視点

から地域の課題や活性化などを話し合う

場です。地域の中で困りごとや地域協議

会で議題にしてほしいことなどがありま

したら、お気軽に身近な委員へご相 

談ください。よろしくお願いします。 



～名立区が目指す将来像～                   の実現に向けて 

■ 追加募集額  １０５万１千円（当初予算の残額です。） 

■ 募 集 期 間  ６月２５日（金）から７月２３日（金）まで 

■ 応 募 方 法  所定の事業提案書に必要事項を記入し、説明資料（団体の規約、見積書等）を添えて、 

名立区総合事務所の総務・地域振興グループまでご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採択した事業名【採択額】 団体名 事業の概要 

熊捕獲用罠と関連商品購入事業 
【７３０千円】 

一般社団法人 

新潟県猟友会西頸

城支部名立支会 

有害鳥獣の駆除を安全かつ効率的に行うための捕獲
用罠等を購入し、より充実した活動を行うことで、地
域の安全安心に寄与する。 

名立区いきいきサロン運営事業 
【５１４千円】 

名立区いきいきサ

ロン運営協議会 

地域の高齢者の閉じこもり防止、健康維持や介護予
防を目的に、運動や茶話会などを行う「いきいきサロ
ン」を実施する。 

２０２１年ふるさと交流事業 
【６０８千円】 

不動森あげ米かい 

市民や近隣市町村、都市に住む人から不動地域を訪
れてもらい交流を深めることを目的に、「ひまわりの
育成」と「不動ミニキャンドルロード」を実施する。 

名立区の魅力を創造し発信する事業 
【７３５千円】 

ＮＰＯ法人 

名立の１００年後

を創造する会 

自慢のふるさとを再発見し、名立区の魅力を市内外
に発信することを目的に、名立 IC 前の景観整備、宇
山観察会、謙信公祭の狼煙上げ、宇山の魅力を学ぶ講
座、写真コンテスト等を実施する。 

名立駅マイ・ステーション作戦事業 
【２４２千円】 

名立駅マイ・ステ

ーション作戦実行

委員会 

名立駅の利用促進と駅を拠点とした地域活性化を目
的に、駅の環境整備と情報発信、たよりの発刊、イベ
ント等を実施する。 

ふるさと不動地区・水源の森共生事業 
【６８５千円】 

不動を創る会 

水源の森の活用に向けて学習会等を開催する。ま
た、昨年復元した炭焼き窯による炭焼きの実施や、
「（仮称）水源の森フェス」を実施する。 

名五美ちゃん de 名立区を元気に！事業 
～みんなが乗ってるバスで PR～ 

【６３５千円】 
宝田小学校ＰＴＡ 

宝田小の子どもたちが考案した「名五美ちゃん」を
利用して、市営バスに子どもたちがデザインのアイデ
ィアを出し合ったラッピングを施す。 

 市が支援する、私たちの地域がもっと住みよく、もっと元気になるための活動を募集したところ、７

件の提案がありました。地域協議会では５月２９日に提案団体から事業のプレゼンテーションをしてい

ただいた上で審査を行い、提案のあった全ての事業を採択しました。 

名立区では地域活動支援事業を活用して、区外の方と交流を図るイベントや、地域の自然や文化を継

承するための取組、地域の安全安心を守る活動など、様々な事業が実施される予定です。地域の皆さん

のご協力、ご参加をよろしくお願いします。 ※採択事業は受付順で掲載しています。 

編
集
後
記 

  

第
五
期
地
域
協
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
て
一
年
が
経
過
。
「
ろ
ば
た

館
」
の
協
議
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
。 

収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
変

異
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
復
興
オ

リ
・
パ
ラ
が
い
つ
の
間
に
か
コ
ロ

ナ
禍
に
勝
利
の
大
会
へ
と
趣
旨
が

変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

蔓
延
防
止
措
置
、
緊
急
事
態
宣

言
も
専
門
家
や
分
科
会
の
反
発
を

受
け
土
壇
場
で
方
向
転
換
。
オ
リ
・

パ
ラ
開
催
あ
り
き
の
政
府
の
対
策

に
イ
ラ
イ
ラ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が

ら
の
毎
日
。 

梅
雨
入
り
し
た
が
、
一
日
も
早

い
収
束
と
心
身
と
も
に
ス
カ
ッ
と

し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
い
。 

 
 

 

（
編
集
委
員 

徳
田 

幸
一
） （プレゼンテーション審査の様子） 


